
咲洲地区の地盤高さ（南埠頭を除く）

※図中の範囲はおよその位置である
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【道路・宅地等】 【護岸等】
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※沈下速度欄の下段( )書きは埋立竣工から観測年までの目安の年数
※観測点の再設置等により沈下速度が算出できないものがある
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咲洲域内沈下速度・地盤高さ　まとめ
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